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今の農業は,弱い作物でも育つように.田んぼや畑を耕し,農薬を散布するのが
常識である｡しかしその結果,作物はさらに弱くなり,より深く耕さなければなら
ず,より強い農薬を用いなければならなくなった｡その悪循環を断ち切るために開
発されたのが,田んぼを耕さない ｢不耕起栽培｣である｡田んぼを耕さないで稲を
栽培すると,稲は野生化して冷害や病奮虫に強くなる｡その結果,農薬を必要とし
なくなり,安全でおいしい米を実らせる｡ただしそれには,耕さない田んぼでも育
つ強い苗を作ることが条件となる｡我が国の教育界も,弱くなった子どもたちに過
剰な支援をして,ますます子どもたちを弱くする悪循環に陥っているように思う｡
｢不耕起栽培｣はこのような教育界に一つのヒントを投げかけてくれるQ
1.｢不耕起栽培｣との出会い
平成 16年4月 12日の深夜,私は車を運
転しながら,特に意識はせず,NK ラジオ
｢深夜便ないとエッセイ｣を開いていた｡稲
作研究家岩滞信夫氏が稲の ｢不耕起栽培｣に
ついて語っており,これが私と不耕起栽培と
の出会いである｡岩滞氏は,耕さない (不耕
起の)田んぼの方が,耕した田んぼよりも,
安全でおいしい米を実らせると青う｡まさか
と言う思いで聞いていると,耕さない堅い田
んぼに植えられた苗は,根を張る時にス トレ
スを生じ,そのストレスに抵抗することで野
生化する｡そして,冷害にも病害虫にも強く
なるから,農薬をまく必要がなくなり,自然
の恵みをいっぱい受けた安全でおいしい米を
実らせると言う｡耕さない農法は近代農業の
常織を葎すだけでなく,｢耕すこと｣-｢文
化｣であるとしてきた我々の文化を否定して
いるように思えるし,文化の伝承である教育
をも否定しているように思える｡しかし私自
身,学生に対してや対外的には ｢教育とは子
どもが根を張りやすい環境を作ってやること
だ｣と言いつつ,心の奥底では ｢今の教育は
あまりにも手取り足取りし過ぎではないか｣
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と叫んでいた｡そんな腰の定まらなかった私
にとって,この ｢不耕起栽培｣はまさに強烈
なストレー トパンチであった｡
ラジオを聞きながら,｢今までとは正反対
の耕さない農法が正しい農法の一つならば,
耕さない教育も正しい教育の一つとして提言
してもよいのではないだろうか｣と言う抑え
きれない思いが沸々と沸き上がってきた｡と
りあえず耕さない不耕起栽培が正しい農法で
あるかどうかを確かめることが先決であるD
こう考えると私は居ても立ってもおれず,放
送後まもなく千葉県に岩津氏を訪問したQそ
して千葉県佐原市の農家が不耕起栽培で長年
にわたって素晴らしい米を生産している現状
に接し,本物の栽培法であることを実感したD
そして,ここに ｢不耕起教育｣を提言する決
意を固めたのである｡
岩滞氏は ｢今までの稲作は,弱い苗でも育
つように,田んぼを耕し,農薬を散布してき
た｡その結果.稲はさらに弱くなり,より深
く耕し,より強い農薬を必要とするようにな
った｡この悪循環をどこかで断ち切らなけれ
ばならないD｣と,さらに ｢昔-帰れと言う
のではない｡本物の稲を育てよう｣と言う｡
目から鱗とはまさにこのことである｡
日本の熱心な教師たちは,能力の低い子ど
もや努力しない子どもでもわかるように指導
内容や指導法を日々研究してきた｡また授業
中での発見学習を大切にするあまり,結論を
知ってしまう予習を歓迎しなくなった｡その
結果,子どもたちはますます努力しなくなり.
家庭学習をしない悪い習慣が身に付いてしま
った｡教師は,人権的立場から子どもにス ト
レスをかけることを恐れたり,自らの技能に
溺れすぎて,子どもを鍛えることをしなかっ
たのである｡もちろん,本当にできない子ど
もたち-過分のストレスをかけろ言うのでは
ない｡その子どもに合ったストレスをかけて
やればよいことである｡いずれにしても,全
体の方向性を誤った結果,ついに,1999年の
国際教育到達度評価学会の調査では家庭学習
(塾の時間を含む)の時間が世界で最低の国
の1つになってしまった｡当然学力も下降し
ている｡今や宿題を課したくても.あまりに
もやってこない子どもが多すぎて.その後処
理に困惑し,課せられない学校や教師が多い
と聞く.かろうじて日本国民の資質と教師の
優れた指導法で,世界 トップクラスの学力を
維持しているが,先の見通しは暗い｡この悪
循衆の泥沼にはまってしまった教育界-了不
耕起栽培｣が教えてくれた ｢不耕起教育｣を
提言する｡
2.r不耕起栽培｣からの示唆
次に不耕起栽培を紹介しながら,そこから
見えてくる不耕起教育への示唆について考察
していく｡
(1)不耕起栽培の発見
通常の慣行栽培では田んぼを年に4,5回
は耕す｡その目的は土壌に空気を入れたり,
雑草の繁茂を防いだり,田植えを容易にした
り,苗が根を張りやすくするためである｡し
かし冷害に強い稲作を目指していた岩滞氏
は,冷害で大部分の稲が実をつけなかった年
に,畦に近い稲だけが実をつけていることを
発見した｡田んぼで畦の近くは耕転機が入ら
ず耕せていないことが多い｡このことから,
苗は耕 していない堅い田んぼに植えること
で,冷害に強くなることに気付いた｡
しかし,意図的に耕さない田んぼに苗を植
えてみると,植えるのもやっかいな上に,せ
っかく苦労して植えた苗の一部は根を張れな
いで枯れてしまう｡一般の農家が現在使用し
ている手軽な苗 (稚苗)では歯が立たないの
である｡そこで岩津氏は,昔の農家が使って
いた苗 (成苗)に着目した｡しかも,昔の成
苗のままでもまだ不十分で,さらに手間暇か
けて強くしなければならない｡この強い成苗
の育成は大変面倒であり,鹿家の多くは敬遠
する｡これが今日,不耕起栽培がなかなか普
及しなかった要因の一つである.当然不耕起
教育にも同様の間暦が生じるはずであるOつ
まり,強い苗の育成時期に当たる教育がかな
り面倒であり,そのことが,一般の学校-不
耕起教育を普及させるのを妨げる要因になる
と懸念される｡
(2)強い成首
通常の田植えに使う稚苗は,保温または加
温して約20日で育てた 2.5葉の苗であり,
最近の農家の多くは,これすら自分で育てる
手間を省いて,育苗センターから買う｡これ
に対して不耕起栽培で使用する成苗は,倍の
40日ほどかけて注意深く育てた 5.5葉の苗
である｡稚苗までの約20日間はホワイ トシ
ルバーシー ト等で気温 ･水温 ･日射量を細か
く調節するなど細心の愛情をそそぐ｡一方,
常に水をほしがる体質 (根が弱くなる)を作
らないために,一度十分に水を与えた後は第
1葉が完全に開くまで,我慢できる限界を見
極めながら水や りを控える｡またこの期間の
後半で温度を上げすぎると.第2葉が歴乳の
養分を使って徒長し,第3葉の展開が遅れ,
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以後の生長に悪影響を及ぼす｡これは幼児期
にいっぱいの愛情をそそぐことや,我慢させ
ることの大切さを教えてくれると同時に,あ
まりにも早い時期での先走り教育が将来に悪
影響及ぼすことを予感させる.
また稚苗の時期に田んぼに搬出し,根に力
を蓄えるため伸びすぎないように,関東以北
では寒風にさらしたり,以南では苗の上をロ
ーラーで転がしたり足で踏みつけたりする｡
こうすることで苗は伸長を止めて茎を丈夫に
し,刺激に耐える成苗に育っ｡何となくこの
時期の教育の在り方を示唆しているように思
うし,不耕起栽培の成否の8割がここまでで
決まると言うのであるから,不耕起教育の成
否も,8割がここまでの強い苗を育成する教
育にかかっているのであろう｡
(3)田植え
さていよいよ田植えであるが,耕さない堅
い田んぼに田植えをするのは容易なことでは
ない｡通常の田植機では全く歯が立たない｡
初期には棒きれで穴をあけそこに苗を移植し
ていたが,これでは鹿家の生計が立たない｡
鹿家にとって生計こそが第-の条件である｡
そこで岩樺氏は農機具メーカに掛け合って.
細い溝を掘りながら,その横に苗を移植して
いく田植埠を開発した｡棟は細くしなければ
苗が浮いてしまうし,細くすれば,前後左右
にゆれながら進む田植機はその溝にねらいを
定めるにくくなる｡しかし,岩滞氏は不屈の
努力で不耕起用田植機の開発に成功した｡た
だ,生産台数の関係でかなり割高となり,単
独の農家での購入は困難な状況にあるOこの
ことも不耕起栽培が普及しにくい一因となっ
ている｡
不耕起教育も,田植えに当たる時期には,
堅い田んぼに溝を切り,その溝からずれない
ように生徒を植え込んでやらなければならな
い｡それも我が国の学校教育の現状を考える
ならば,田植機のように効率を重視した,集
団指導を前提としなければならないだろう｡
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(4)分けつ
堅い田んぼに植えた成苗は,しばらくは根
を張ることができず,隣接した耕した田んぼ
の苗がすくすくと生長しているのに比べてか
なり見劣りがする｡この間,不耕起栽培に踏
み切った農家は ｢本当に大丈夫だろうか｣と
精神的な苦痛を強いられる｡不耕起教育も同
様で,｢自分たちでやれ｣と突き放してはみ
たものの,手取り足取りしているクラスと比
べてかなりの遅れが生じ,｢本当に大丈夫だ
ろうか｣と教師が不安になる時期であろう｡
やがて堅い田んぼのス トレスが,苗にホル
モンの分泌を促して根を太くし,固い地面に
穴をあけ,深くて丈夫な根を張る｡根を張る
と同時に,盛んに分けつ (茎が増える)し始
める｡ここで苗は野生化し冷害や病害虫に強
い体質となる｡そして鹿薬の散布を控えるこ
とができ,田んぼに鳥を頂点とする自然の生
懐系ができあがる.こうなると,害虫の天敵
もやってきて,害虫による被筈はますます抑
えられる｡不耕起教育もここまでくれば.さ
まざまな効果が現れて豊かな教育環境とな
り,軌道に乗る時期であろう｡
(5)年間湛水
ただ,不耕起栽培でも除草剤を使用しない
替合は,雑草の被害が甚大であるoいくら野
生化したと育っても,本物の野草とは対等関
係までであり,兼分の半分は雑草に持ってい
かれる｡不耕起栽培の最大の難点といってよ
い｡雑草は教育界ではいじめや青少年の犯罪
に当たる｡除草剤である管理教育を強化しな
ければ,これら犯罪が教育界へ甚大な被害を
もたらすことを示唆している｡
しかし,不耕起栽培はこれを見事に解放し
た｡それは ｢冬期湛水 (実際は年間湛水)｣
と言う手法である｡稲刈りをした後の田んぼ
に水を張り (湛水),その状憶を来年の稲刈
りの直前まで保つのである｡冬期には農家間
に水利権の問題があり,-農家だけが田んぼ
に水を張ることはできない｡しかし,水利権
の及ばない所から個人で水を引くことはでき
る｡このようにして苦労をしながら水を張り
続けた田んぼはイ トミミズを大量に繁殖させ
る｡それらの糞が稲の良質な肥料となるばか
りでなく,飛んできた雑草の種子を葎い発芽
を抑える｡すぼらしい発想である｡このよう
な水田は農薬による汚染はもちろんのこと,
耕したことによる泥水の排出もなく,逆に田
んぼの豊かな生態系により水の浄化がすす
む｡近年琵琶湖周辺では湖水の汚染対策の切
り札としてこの不耕起栽培が広がりつつあ
る｡不耕起教育でも,子どもの非行対策とし
て,管理教育にたよらず,この年間湛水に当
たる素晴らしい事例を見つけることが急務で
ある｡
(6)普及を妨げるもの
不耕起栽培は,強い成苗を作る段階で大変
な努力がいること,専用の田植機が高価であ
ること,水利権の間周で冬期の湛水が難しい
ことなどがネックとなって,なかなか普及し
なかった｡しかしここを乗り切れば,後は見
守るだけでよい｡ただ,田んぼを耕さないな
ど一日本の勤勉な農家にとっては許されない
不届きな栽培法であり,この感覚も農家が不
耕起栽培に踏み切れない要因となってきた｡
横着で耕さないのと,目的をもって耕さない
のとでは根本的に異なるのだが,理解を得る
のは難しい｡不耕起教育も同様の閉居が発生
するはずである｡これを乗り切るには,正し
い教育であると言う信念を持ち,強い苗作り
から,堅い田んぼへ根を張って分けつするま
で,一斉した揺るぎない方針で進める勇気が
必要である｡
8.不耕起赦青の定義
研究を進めるに当たって,不耕起教育を定
義しておきたい｡
岩滞氏の不耕起栽培とは ｢耕さない堅い田
んぼで稲を野生化させる農業｣である｡この
ことから,不耕起教育を ｢手を貸さない峻酷
な場で生徒の生きる力を育成する教育｣と定
義することにする｡峻酷とは,情にほだされ
ることなく強く厳しいことであり,生きる力
とは,自ら判断 ･行動し問題を解決する資質.
他人と協調できる人間性,たくましく生きる
ための健康と体力等である｡
今までの教育は,幼 ･/J､･中･高の全てで
同じように,総合的な生きる力を育成しよう
としてきた｡各指導要領に記載された目標は,
それぞれの校種に合わせた言葉を使ってはい
るが,同じ内容であり,校種による役割分担
はない｡しかし不耕起教育は,目標達成時を
高等学校卒業時と定め,それに向けてそれぞ
れの校種でやっておくべきことをしっかり分
担してやろうと言う教育である｡
最終的には,生徒を前にして ｢自分たちで
やれ｣と突き放す教育である｡生徒ばかりで
なく,教えるのが大好きな教師にとっても忍
耐がいる｡今までの手取り足取りの教育を受
けてきた生徒はその多くが脱落するが,峻酷
な場を想定して育ててきた生徒たちならば切
り抜けて,さらにたくましくなる｡不耕起教
育はそのような強い生徒に育ててから,峻敢
な墳-送り込もうと言う--貫教育である.当
蘇,生まれながらにして峻酷な場に耐えられ
ない子どももいる｡それら子どもたちには,
周りからは甘やかしに見えても,その子ども
たちにとって峻酷な場を考えていけばよいこ
とである｡
4.r不耕畠栽培｣と r不耕起赦育｣の対比
稲の ｢不耕起栽培｣がそのまま人間の教育
に当てはまるはずもないが,良いこととして
確立されたこの栽培法は,同じ地球上の生物
として重要なヒントを与えてくれる｡とりあ
えず,苗作りから稲刈りまでの180日を人
生の55年にたとえて話を進めたい｡人生は
80年と言うけれども,稲刈りまでを,直接
子育てや生産にかかわる55歳くらいまでと
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考えるのが妥当であろう｡刈り取った後の株
も湛水の中で生きており,その根は田んぼの
生態系を支える｡これを56歳以降の後輩を
育成する時期と考える｡この計算でいくと稲
作の10日が人間の3年にあたり,下記のよ
うな対応が考えられる｡
①愛情としつけの必要な稚苗まで
(20日まで)を6歳まで
②寒風やローラーで根に力を蓄える成苗ま
で (40日まで)を12歳まで (小)
③堅い田んぼに移植 (田植え)
(40日ころ)を13歳 (中1)
④移植後強い根をはるまで
(60日まで)を18歳まで (中23高)
⑤分けつが完了し勢いよく茂るまで
(100日まで)を30歳まで
⑥穂が出てから稲刈りまで
(180日まで)を55歳まで
⑦古株となり生態系を豊かにする
(180日以降)を56歳以降
5.不耕起軟膏の在り方
次に,上の区分に基づいた具体的な事例を
考察し,不耕起教育を紹介していく｡
(1)｢稚苗作り｣と ｢家庭,保育臥 幼稚
園教育｣
稚苗を育成するまでの約20日間は,人生
の6歳までに当たる｡これは,家庭や保育園,
幼稚園での教育期間である｡この間,苗を細
心の注意を払って育てたように,両親の愛情
に満ちた細やかな子育てが必要である｡この
時期に親の愛情が欠如すると,子どもの一生
に悪影響をおよぽすことはよく知 られてい
る｡またこの時期は,苗に飢えるぎりぎりま
で水を我慢させたように,幼児に我慢させる
などの厳しい嬢をする時期でもある｡愛情を
伴う厳しさは子どもを成長させる｡かつては:,
このような愛情と妹は,祖父母や近所のおじ
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さん,おばさんが一緒になって行い.それを
見ながら若い両親も子育てのプロに育ってい
った｡それがあまり望めない今日,保育園や
幼稚園はこのような親を育てる役目も負うこ
とになる｡大変な苦労であるが,子どもの一
生を左右するのであるから,その使命感を持
った保育士や教諭でなければならないし,そ
れに見合 う待遇で迎えられなければならな
いO
また,育苗ではこの期間の後半を高温にし
すぎて,第2集を徒長させすぎると第3葉の
展開が遅くなり,ひ弱な苗となる｡現在,あ
まりにも早期の学習が流行しているが,これ
らが悪影響を及ぼす恐れがあることを示唆し
ている｡たとえば,国際化に伴い英語を早期
に導入する現象が起きているが,ニューヨー
ク｢子どもの国幼稚園｣の早津邑子園長は｢母
国哲が確立しない間に,別の言葉が入ってく
ると思考に異常をきたす｣と警告する｡幼児
も4歳～6歳にかけて無理に背伸びをさせ
ず,自然との触れ合いや,集団生活-適応さ
せることの方が重要である｡
これに応える保育園として大阪府泉南郡熊
取町のアトム共同保育園がある｡平成 15年
3月に現在地に移転したが,それまでは自然
豊かな界境の中で,みんな生き生きと裸でど
ろんこになって遊んだ｡当然体力もつくし風
邪も引きにくくなる｡また,けんかをしても
保育士はすぐには止めないで,本人たちがあ
る程度解決するまでじっと待ち,指導はその
後にする｡けんかの中で痛みを知り葛藤を体
験し,子どもなりに納得し,仲直りする力を
身につけさせる｡これら体力や社会性は,全
て将来-の基礎となる｡
保育士と保護者も内面をさらけ出して本音
でぶつかり合う｡行事の運営に保護者が参加
することはよくあるが,行事自体の決定,さ
らには新学年の担任決定や保育園の経理-ち
保護者が参加する｡そこまでやらなくてもと
思うが,ここまでされると保護者も本気にな
るし,保育士も担任からはずされたくない思
いで死にものぐるいになる｡また市原園長の
強い方針で,保育士は保護者に対して,｢そ
れはお母さん,あんたがすることやない｡子
どもがすることや !｣と助言をためらわない｡
若い保育士はさすがに年配の保護者には言い
づらいようで,保育ノートを活用している｡
このようにして保護者や保育士自身が成長し
ていく｡このようなシステムを作っていった
園長の功績は大きい｡
この7月13日に同園を訪問し会長と園長
に話を聞くことができた｡現在,町の中に移
転し.建物も近代的になっていたのはいささ
か残念であるが,園長の保護者と保育士を育
てる姿勢に変わりはなかった｡ただ,卒園し
た子どもたちを受け入れる小学校との連携は
必ずしもうまくはいっていないようである｡
複数の幼稚園や保育園からの子どもを受け入
れる小学校にとっては,低い方-合わせるの
がごく自然であり,このように成長した子ど
もたちはかえって重荷となっているようであ
る｡せっかく強く育てても,その地区全ての
保育園や幼稚園と小学校との間に連携と信頼
がなければ,効果が半減することを実感させ
られた事例でもある.
(2)｢成苗作り｣と ｢小学校教育｣
20日間で育てた稚苗を野外に出してさら
に成苗に育てるまでの20日間は,人生の7
歳から12歳に当たる｡これは小学校の期間
である｡育苗では,根に力を蓄えるため伸び
すぎないように寒風にさらしたり,ローラー
を転がしたりする｡これを小学校に例えると,
むやみやたらと高いレベルの教育をするので
はなく,基礎となる ｢学力や体力｣,そして
基本となる ｢何事も諦めず努力する態度｣を
しっかりと身につけさせることに当たる｡
学力について言えば,この段階ではあまり
多様な学力を要求せず,徹底した基礎学力の
育成が望ましい｡特に ｢読み書き計算｣は,
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生涯の基礎であり,将来必要とされる漢字等
は小学校段階で大部分を暗記してもよいとさ
え思う｡戦前に教育を受けた世代が漢字にめ
っぽう強いのは小学校時に漢字の特訓を受け
たからである0 1学期の前半でその学年で学
ぶ漢字を全て覚えさせておけば,以後の国語
の指導が非常にうまくいくのと同じである｡
ただし単純な作業であるだけに,ゲーム的な
要素を取り入れたり,自己記録の更新を目指
すなど,成長が実感できる取り組みが必要で
ある｡また,これらの自己記録を更新するた
めには,家庭学習は欠かせないo家庭学習の
時間が世界で最低になった要因の一つは,こ
の反復練習を軽視した結果に他ならない｡家
庭学習こそ自分の意志で学ぶ最高の場であ
り,この習慣は将来の宝となる｡夏休みに宿
題を出さないことが流行したり,授業での発
見学習を重視しするあまり,家庭での予習を
歓迎しなくなったのも,家庭学習の習tFを奪
った大きな要因である｡この小学校段階は,
他のことはさておいてでも,家庭学習の習慣
を身につけさせなければならない大切な時期
である｡
東北大学で脳を研究している川島教授は
｢読み書き計算の徹底反復練習は,子どもの
脳を活性化し,さまざまな能力を伸ばすだけ
でなく,そのとき使う脳の箇所は人格を司る
箇所と重なっており,人格も高めるo適切な
時期に適切な学習をきちんと行わせること
は,子どもの脳や心の発達に必要なことだ｡｣
と言う｡そして,川島教授は,読み書き計第
の反復練習で,子どもたちが落ち着いてきた
事例や,自閉症や痴呆の治療として読み番き
計算の反復練習が取り入れられていることを
紹介する｡単純計算の繰 り返しで,自閉症の
子どもが集団に入れるようになった事例も多
くある｡読み事き計算の反復練習は,人間が
自然に身につけた知恵なのかもしれない｡
体力についても,走る,飛ぶ,投げる,秩
ぐ等の基本的なスポーツを通して鍛えていく
ことが重要である｡技巧に走るのは中学校に
入ってからでよく,この時期は体力を育成す
るために必要な基礎的な運動だけでよい｡こ
れらも,単純な繰り返しが多いだけに,読み
書き計算と同様に,自己の記録の更新を目指
して努力させることが望ましい｡誰しも進歩
が感じられると,やる気が出るものである｡
忍耐力については,学力と体力の育成課程
で身につけていくものであろうO学力や体力
と忍耐力の育成は表裏一体のものであり,学
力や体力の増進中にこそ忍耐力の増進が期待
できるO苗を寒風にさらしたり,上からロー
ラをかけることに相当するoLかし,子ども
に辛抱をさせるには教師にも辛抱がいる｡教
師の辛抱こそが,子どもの辛抱の成否を決定
すると言ってよいOそしてこれら忍耐力育成
は.幼い時期を逃すと非常に困難となること
は誰しもが認めるところである｡
社会性についても,この時期は ｢悪いこと
は悪い,こんな時はこうすべきだ｣と教える
時期であるように思う｡支援と言う青葉が持
てはやされた結果,教師は強制的に教えると
言うことを遠慮するようになった｡｢今信号
が赤です｡さてどうしたらいいでしょうb｣
とか,｢こんな友達がいます｡どのようにし
てあげるといいですか｡｣ではなく,｢今信
号は赤だから止まりなさい｡｣や ｢このよう
な友達には,このように手を貸してあげなさ
い｣とストレー トに教える時期であろうO自
分たちで考え,応用するのは,できるだけ多
くの場面とその場での対応を教えた後の帯で
ある｡
これにら応えるものとして広島県尾道市立
土堂小学校長陰山英男氏の取り組みがある｡
陰山氏は,｢百マス計算｣で有名になったが,
他の方面でも優れた成果を残している｡百マ
ス計算は,単純計井を繰り返し行うのに大変
iEれた手法である.子どもも単純に計算を繰
り返すだけではすぐに飽きてしまうが,時間
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の短縮を目的とすれば.ゲーム感覚になるし,
進歩が自覚できるoこれを読み沓き計算の全
てに取り入れ,徹底することで大変な成果を
上げている｡そして,自己記録を更新するた
めに必死となり,家庭学習の習tRが自然と身
に付いてくる｡
大きな声での音読は自信につながると同時
にクラス全体の活気を呼び,最後には子ども
たち自身が暗唱する分丑で自己記録を目指す
ようになる｡漠字の徹底指導は思いのほか,
実際に使える湊字力として身に付くOさらに,
1学期の最初にその学年の漢字を全て覚えさ
せてしまうと,以後の国語の授業が,教師も
指導しやすくなるし,子どもも理解しやすく
なり楽しいと言う｡
計井力の爆発的なアップは,信じられない
ことだが,数学的思考力をも高めている｡た
とえば,土堂小学校の6年生は,有名私立中
学校の入試に関して特別の訓練をしていない
にもかかわらず,かなり高度な思考力を要す
る私立中学校入試問題をほとんどの子どもた
ちがスラスラと解いたと言う｡
陰山氏が,体力や精神力の面でも粘り強い
人間を育てていることはあまり知られていな
い｡土堂小学校の朝 ･昼 ･夕は児意が運動場
で走り回っている｡そして,体力作りを通し
て,耐える力,頑張る力を兼っている.その
ような取り組みで,個性が兼われると同時に,
障害をもつ児童-の労りの心が本物として育
つOそのことは,陰山氏が長年勤めた前任校
の兵庫県朝来町立山口小学校で実証されてい
る｡
また東京都板橋区立新河岸小学校の杉内氏
も,陰山氏と似たトレー ニングをしながら,
発育の場面や家庭学習で,急に能力がアップ
する時期 ｢旬 ｣を引き出しているO強制的な
中に個を大切にする指拳を行っている｡要す
るに,子どもが自ら学習習慣を身につけるき
っかけを作っているのである｡杉山氏は ｢教
師がダメになったのは,支援と言う言葉が入
ってきてからだと｣明快に言う｡
｢鍛える｣ことよりも,｢子ども自身が気
付くことが大切であり,教師の仕事はそれを
支援することだ｣と思っている教師にとって
は,このような陰山氏の教育は ｢塾のやり方
であり,学校教育のとるべき手法ではない｣
と反感を抱く｡これが陰山方式が普及しない
要因でもある｡しかし./小学校教師が,今の
自分の役割を,完成させることではなく,中
学校や高等学校へ向けての土台作りであると
割り切るならば,強い苗を育てる陰山方式に
Hを向けてほしいと思う｡そして ｢支援｣と
言う言葉は小学校段階では我慢して,中学校
以降の堅い田んぼに移植するまで大切にしま
っていてほしい｡
ただ,いくら1校が強い苗を育てても,複
数の′J､学校の卒業生を受け入れる中学校で
は,一番弱い苗に照準を合わせなければなら
ない｡アトム共同保育園の卒園児を受け入れ
る小学校と同じであるBやはり少なくとも,
その地域全体で小中学校の強い連携がなされ
かすれば,不耕起教育は達成できない｡
(3)｢田植え｣と ｢中学1年｣
強い苗を育てた後は,いよいよ堅い田んぼ
-の移植である｡これは人生では中学1年に
当たる｡普通の田植機では苗が田んぼにささ
らす浮いてしまう｡そこで,初期には棒で穴
をあけながら一木一一本手で苗を植えていた
が.これでは採井がとれないoいくら優れた
農法であっても,農家が生活できないのでは
意味がない｡どうしても不耕起栽培用の田植
機は必要である｡しかも堅い田んぼに田植え
をするには,細い燐を切ってからその溝に苗
を植えることになるが.揺れながら進む田植
機が細い溝に合わせて苗を植え付けるのは至
難の業である｡
これは学校教育では,個別指導ではなく集
団指導で効率良く,強引に自主学習の堅い田
んぼ-植え付けることを意味する｡しかも,
揺れる生徒たちを細い溝からはずさないよう
ー60-
に植えるのだから教師の努力も大変である｡
要するに中学1年は,小学校までと全く環境
を変えた峻酷な堅い田んぼ-子どもたちを移
す時期であるから,多少強引にでも,彼らの
生活環境を峻酷な場に合った状態に矯正する
時期といえる｡
これに応える中学校として,東京都の私立
中高一貫校順天学園がある｡当校では,中学
1年の一学期の中間考査以降に約 11回のス
クールステイを行う｡そこでは学校に寝泊ま
りさせながら生活習慣の改善をし,全生徒に
主体性をつけさせる｡夜の7:30から2時
間を強制的に勉強時間と設定し,勉強内容は
自分で決めさせる｡｢自分のことは自分で決
める｣これがスクールステイのポイントであ
る｡そのスタッフは ｢自分で学習する気持ち
がなければ本当の学力はつかないし,主体的
になる部分は自分の時間の中で培われる｣と
言う｡小学校時に家庭学習の習慣がなかった
生徒も,このスクールステイが終わる頃には
かなりの家庭学習ができるようになり,授業
を受ける姿勢も前向きになる｡そして多くの
生徒が良い方に転がり始める｡このように中
学校1年の時期は,自主的な学習習慣や行動
が身に付くまで,強制的に生活習慣を矯正す
る時期である｡このような生活習慣が身に付
けば,学校の授業も家庭学習を前提とした自
主的な方法で展開できるようになる｡
(4)｢根を張る時期｣と ｢中学23年と高
等学校教育｣
堅い田んぼに苗を移植して,苗がその堅さ
に耐えながら,やがて深く強い根を張り,盛
んに分けつする (茎を増やす)までの20日
間は,人生では14歳から18歳に当たる｡
これは中学2年から高等学校卒業までの期間
である｡そして ｢堅い田んぼ｣を ｢峻酷な場｣
と定義し.中学1年でその場に移植し,その
環境に適応させたのであるから,この時期は,
自分たちで決定し行動する割合をどんどん増
やしていくことになる｡中学校段階では無理
としても,高等学校では,ほとんど全ての教
科や行事を ｢自分たちでやれ｣と峻酷な敏に
することは可能である｡ただしいくら峻酷な
場とは言っても,個により対応は異なるべき
であり,突き放しもその中に愛情を感じさせ
るものでなければならない.支援と言う言葉
は,この時期にこそ使用する言葉であろうO
この唆酷な場の例として,学校をあげて取
り組んでいる事例を探すことはできなかった
が, 1つの授業例として,横浜市の私立横浜
高校の取り組みがある｡横浜高校は4コース
からなる普通科の高校である｡この高校では,
企業からの援助で運営されている経済教育団
体から経済プログラムの提供を無俳で受け,
普通科ではあるが,企業経営を勉強している｡
企業から派遣された講師に ｢経営者として会
社の戦略を話し合って決めてもらいます｡自
分で決めないと物事は一つも進みませんよ｡｣
と厳しい口網で指示され,5人一組になって
サインペンの会社経営のシミュレー ションを
行う｡数字だけしか香いていない業界レポー
トから経営方針を決めるのだが,意志決定の
重要さを体験するO
意志決定の項目として,①価格,②生産量.
③設備投資費,④宣伝広宅費,研究開発費を
計算していくことになる｡この間詐師は遅れ
たグループにアドバイスはするが,意志決定
は最後まで生徒たちに任せるO結果発表で,
庫秀な企業は賞賛され,倒産企業のグループ
は講師からは ｢従業員の家族はどうするので
すか｣とこっぴどくたたかれる｡それでも,
生徒たちは,｢先生に教えられてする勉強で
はなく,自分たちが考えて決定する勉強であ
り,答えがたくさん出てくるのが炎しい｣と
言うDまた授業後の感想では,｢会社を経営
するにはすごい計算力がないといけないこと
に気づいた｡また,そこに人間関係や給料の
配分なども考えていかなければならないO普
段はどっちでもいいなどと唆味な返事をして
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いたが,今回はそうもいかなかった｡自分の
臆病さや決定の鈍さなどを痛感させられた｡｣
と成長の跡を伺わせた｡またスタッフのひと
りは,｢多様なものに触れて,豊かな材料を
取り込むことが大切｣と言う｡
(5)｢年間湛水｣と ｢地域の力｣
年間湛水の目的は,稲刈りをした後から来
年の稲刈り直前まで田んぼに水を張り続ける
ことで,雑草の繁殖を抑えることと,田んぼ
の生態系を豊かにして,稲の生育に良い帝境
をつくることである｡これを人間社会にたと
えれば,根気強い取り組みで青少年非行など
の犯罪を抑え,教育に良い衆境を作ることで
ある｡
この10年間における犯罪発生の伸び率が
世界最高と言われる我が国において,軒並み
脊少年犯罪が増加している県庁所在地の中
で,唯一犯罪を減少させている鹿児島市では,
他に誇れるねぼり強い取り組みが2つある｡
鹿児島市は育少年犯罪が多発した昭和60年
に,市長の提案で ｢青少年への声かけ運動｣
と r校区公民館制度｣をスター トさせたo
｢青少年への声かけ運動｣は他の地域でも
みられる事例であるが,鹿児島市の取り組み
は半端なものではなかった｡巡回者は日々青
少年との接し方を研究し,地区全体で青少年
を育てようと言う意職が高まっているo多く
の市民が,青少年の健全育成に係わっている
ことを誇りにしている｡
そして,もう一つの ｢校区公民館制度｣は
他に例のない鹿児島市独自の取り組みであ
る｡鹿児島市内の全小学校の校内に公民館を
作り,地区民と学校が協力して,小 ･中学生
を巻き込んだ地域の活動を行う｡スポーツ大
会では,地区役員が小中学生宅を訪問して出
坊を要請するOこのようにして,子どもたち
を地区民が常に把握している｡そして地区の
運動会や文化祭は勿輪のこと,入学式や卒業
式までやると言う｡各公民館の年間行事回数
は百数十回に及び,土日だけでなく平日にも
組まれている｡このような活動は青少年犯罪
を激減させただけでなく,地域全体に活気を
与え,学校を取り巻く環境に良い影響を与え
ている｡
(6)ス トレスとホルモン
成苗は堅い地面に出くわすと戸惑うが.や
がてそのス トレスはエチレンと言 うホルモン
の分泌を促し,根を太く丈夫にして堅い地面
を突き破っていく｡このとき苗は野生化し,
冷賓や病害虫に強くなる｡強い成苗にとって
ス トレスは味方なのである｡
これと同様なことが人間の体内にも起る｡
ス トレスを感じると視床下部等を介してス ト
レスホルモンを分泌し,ス トレスの原因であ
るストレッサ一に抵抗する力を出す｡中学に
入学するまでに,しっかりした基礎基本を身
につけておけば,学校がかけるス トレスに負
けることなく,ストレス耐性がさらに強くな
り,やがて出会うであろう大きなス トレスを
自力で解決する能力を持つO今まで,われわ
れは子どもに対して,人権的立場からできる
だけス トレスをかけないように往昔 してき
た｡しかし,ストレスに強い耐性さえ身につ
けさせておけば,ス トレスをかけることをお
それる必要はない｡ス トレスは人間を強くす
る味方なのである｡ただし,生まれつきス ト
レスに弱い体質の子どもや,まだ自主的習慣
が身に付いていない子どもに対して,急激な
ストレスをかけることを避けるなど,個別の
対応が必要なことは言うまでもない｡
6.+後の課札とまとめ
不耕起栽培は,｢弱い苗のためにより深 く
耕 し,より強力な農事を開発し,稲をますま
す弱くしてきた現在の慣行栽培の悪循帝 ｣を
断ち切ろうと言う英断であった｡現代の学校
教育も,｢ストレスに弱い子どもたちに.で
きるだけス トレスをかけないようにしたこと
で,子どもたちをますます弱くする悪循環｣
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に陥っているのではないだろうか｡多くの教
師はそのような現代教育の在 り方に疑問を持
ちながら,人権的立場から公言することをは
ばかってきた｡この悪循環を断ち切るために
提言したのが不耕起教育である｡
生きる力を育成するためにあえてス トレス
をかける｡そのために前もってス トレスに耐
える資質を作っておくCこれが不耕起教育の
本質である｡当然そこには ｢できない子のた
めに懇切丁寧な指導をしてどこが悪い｡スト
レスをかけて不登校になってもよいのか｡生
命が失われてもよいのか｡｣といった批判が
でてくる｡確かにいきなり現状の中 ･高等学
校を堅い田んぼにすることはできないし,価
-の配慮を忘れているわけではない｡稲作は
出発点で,籾を塩水に浮かせてバカ苗病にか
かりにくい籾を選別したり,浸種で発芽時期
をそろえたりと均質化できるが,人間はこう
はいかない｡生まれた環境が全く異なる個-
の対応は,当然重大な課題である｡
しかし,長い目で見て ｢不耕起教育｣は統
合的な教育として正しいように思うし.指導
要額の理念 ｢生きる力の育成｣そのものでも
ある｡ただ,どの段階でも同じ目標を掲げる
指導要領とは.それぞれの段階で,しておく
べきことに徹する点で大きく異なっている｡
今後はそれぞれの段階で効果の見られた事例
を一つでも多く紹介していきたいと思う｡
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